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分解能を有することを示した(疑似生体試料中の深さ 10mm に配置した直径 10mm の吸収体を、位置精度誤差 3mm
















きることを示し、また計測システムの三次元化の可能性を示唆している。疑似生体試料中の深さ 10 mm に配置した
直径 10mm の吸収体を、位置精度誤差 3mm 以内、像のボケ 13 mm 程度で計測することに成功し、空間分解能を
従来約 30mm で、あったものから大幅に向上させている。
以上のように、本論文では従来型装置と比較して優れた空間分解能を実現する計測法の開発に成功しており、理論
的な考察も含めて、非侵襲ヒト脳機能計測の分野に新たな強力な手法を提供したことは重要な成果だと考えられる。
したがって、本論文は博士(理学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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